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──周作クラブ会報　80 号──

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、

今
年
度
の
周
作
ク
ラ
ブ
行
事
も
、
中
止
や
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と

で
す
が
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■�

第
23
回
「
周
作
忌
」（
9
月
29
日
、
於
・
如

水
会
館
）
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※�

来
年
は
、
い
つ
も
通
り
9
月
29
日
（
遠

藤
周
作
命
日
）
に
行
な
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■�

順
延
さ
れ
て
い
た
第
21
回
遠
藤
文
学
原
点

の
旅
「『
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
』『
怪
奇
小
説
』

の
舞
台
―
―
駿
府
・
網
代
・
熱
海
を
バ
ス

で
巡
る
」（
10
月
18
日
）
は
、
最
終
的
に

中
止
と
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
来
年
の
「
原

点
の
旅
」
の
実
施
時
期
・
訪
問
先
は
未
定

で
す
。

■�

周
作
ク
ラ
ブ
発
足
20
年
目
と
な
る
今
号
は
、

残
念
な
が
ら
ご
連
絡
の
み
の
4
ペ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
号
（
81
号
）

を
「
創
立
20
年
記
念
号
」
と
し
て
お
届
け

す
る
予
定
で
す
。

■�

今
年
度
の
「
周
作
ク
ラ
ブ
第
20
回
総
会
」

に
つ
い
て

　

人
と
の
接
触
機
会
軽
減
の
観
点
か
ら
、

今
年
は
可
能
な
限
り
少
人
数
で
の
「
総
会

開
催
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
「
委
任
状
に
よ
る
総
会

参
加
」
を
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
ご
署
名
・
捺

印
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ

れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
今
年
の
総
会
開

催
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
9
月
26
日
㈯　

15
時
30
分
か
ら
16
時
30

分
ま
で　

マ
イ
ス
ペ
ー
ス
・
銀
座
マ
ロ
ニ

エ
通
り
店
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
3
の
9

の
4　

銀
座
草
野
ビ
ル
4
階
。
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長
崎
市
長
の
語
っ
た
遠
藤
文
学
観

　

前
号
で
紹
介
し
た
遠
藤
周
作
の
未
発
表
原
稿

「
影
に
対
し
て
」
が
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学

館
で
7
月
1
日
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
長
崎
市
で
は
6
月
26
日
（
金
）
午

後
1
時
か
ら
、
田た

上う
え

富
久
市
長
が
み
ず
か
ら
の

定
例
記
者
会
見
で
、

「
遠
藤
先
生
が
〝
心
の
故
郷
〟
と
呼
ん
で
愛
し

た
長
崎
に
遠
藤
周
作
文
学
館
が
建
っ
て
20
年
、

そ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
こ
の
よ
う
な
未
発
表

小
説
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
、
全
国
の
遠
藤
文

学
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
、
そ
の
喜

び
を
こ
こ
長
崎
で
共
有
し
た
い
」

と
語
っ
た
。
市
長
は
、
学
生
時
代
か
ら
の
遠
藤

文
学
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
。

活
と
人
生
〟
と
い
う
価
値
観
に
つ
い
て
、
市
長

は
記
者
か
ら
の
質
問
に
こ
う
答
え
た
。「
ど
う

し
て
も
日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
人
生
の
部
分

で
は
な
く
、
生
活
の
ほ
う
に
引
き
ず
ら
れ
て

い
っ
た
り
す
る
、
そ
の
ペ
ー
ス
の
中
で
日
常
を

過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
、

時
お
り
立
ち
ど
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
振
り

返
っ
た
り
し
な
が
ら
、
意
識
的
に
考
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
市
長
は
、
長
崎
市
遠
藤
文
学
館
に「
ア

ン
シ
ャ
ン
テ
」
と
い
う
思
索
空
間
が
あ
る
こ
と

に
ふ
れ
、「
ど
う
ぞ
そ
こ
へ
い
ら
し
て
自
分
の
内

側
と
向
き
合
う
時
間
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
遠
藤
文
学
の
テ
ー
マ
で
あ
る
永
遠
性
や
、

〝
生
活
〟
と
は
違
う
〝
人
生
〟
に
つ
い
て
考
え

て
い
だ
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ

の
時
期
に
小
説
原
稿
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
…
…
」
と
結
ん
だ
。

﹁
影
に
対
し
て
﹂
の
反
響
な
ど

　

こ
の
未
発
表
小
説
は
、
既
報
の
よ
う
に
、
遠

藤
周
作
と
縁
の
深
か
っ
た
雑
誌
「
三
田
文
學
」

（
夏
季
号
・
7
月
10
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

す
で
に
原
稿
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
新
聞
各
紙

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
大
き
く
扱
わ
れ
て
い

た
た
め
、
発
売
前
か
ら
書
店
や
編
集
部
に
注
文

が
殺
到
し
、
発
行
日
に
は
在
庫
が
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
三

田
文
學
」
で
は
急
遽
、
五
千
部
を
超
え
る
増
刷

を
決
定
し
た
の
だ
が
、
編
集
部
に
よ
る
と
、
遠

藤
周
作
没
後
に
発
見
さ
れ
た
「『
深
い
河
』
創
作

ノ
ー
ト
」
掲
載
の
号
も
や
は
り
、「
三
田
文
學
」

史
上
数
少
な
い
増
刷
の
例
だ
っ
た
と
い
う
。

　
な
お
、「
影
に
対
し
て
」
は
、
こ
の
秋
に
新

潮
社
か
ら
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
刊
行
予

定
は
10
月
）。 

（
記
／
加
藤
宗
哉
）

　

今
回
発
見
さ
れ
た
小
説
「
影
に
対
し
て
」
を

市
長
は
す
で
に
読
み
了
え
て
い
て
、
こ
れ
を
「
遠

藤
文
学
の
根
底
に
あ
る
、
母
を
め
ぐ
る
原
体
験

が
描
か
れ
た
小
説
」
と
し
、「
遠
藤
先
生
が
母

親
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
ま

た
、
遠
藤
先
生
の
人
生
観
な
ど
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
味

を
持
つ
作
品
」
と
評
し
た
。

　

こ
の
小
説
で
主
人
公
が
見
据
え
る
の
は
、
夫

と
離
婚
し
、
音
楽
家
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
な

く
死
ん
だ
母
の
〝
人
生
〟
で
あ
る
。
そ
の
〝
人

生
〟
は
た
と
え
ば
、
真
冬
の
極
寒
の
な
か
で
も

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
稽
古
を
や
め
ず
、
指
先
に
血

を
に
じ
ま
せ
る
光
景
や
、
そ
の
稽
古
中
に
話
し

か
け
て
く
る
息
子
を
叱
り
、
接
触
を
拒
絶
す
る

厳
し
い
姿
勢
に
あ
る
。

　
「
影
に
対
し
て
」
は
、
遠
藤
文
学
の
な
か
で

は
短
篇
「
六
日
間
の
旅
行
」「
船
を
見
に
行
こ
う
」

な
ど
に
み
ら
れ
る
、
中
国
・
大
連
で
の
体
験
を

も
と
に
し
た
〈
父
母
の
離
別
〉
を
描
く
作
品
だ

が
、
今
回
は
そ
の
母
の
〝
人
生
〟
が
、
実
利
の

世
界
に
生
き
る
父
親
の
〝
生
活
〟
重
視
の
生
き

方
と
比
較
さ
れ
る
。

　

遠
藤
文
学
の
一
つ
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
〝
生

未発表小説について記者会見
を す る 田 上 富 久・ 長 崎 市 長 

（長崎市ホームページより）
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